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「みたまは小
ちい

さな声
こえ

でみちびく。」 
（『子

こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』144 －145）

リアとママがもうすぐ買
か

い物
もの

を終
お

えようとしている
ときに，ママは立

た

ち止
ど

まって服
ふく

を見
み

始
はじ

めました。
「ちょっとだけ」とママは言

い

いました。
リアはため息

いき

をつきました。ママが「ちょっとだけ」
と言

い

うときに，20 分
ぷん

もかかることがあるからです。
リアは近

ちか

くにおもちゃのたなを見
み

つけました。ぬり絵
え

の本
ほん

をめくってから，よくはずむボールを何
なん

回
かい

か放
ほう

り上
あ

げました。でも，すぐにあきてしまいました。
それから，リアは光

ひか

る丸
まる

い物
もの

を取
と

り出
だ

しました。ヨー
ヨーです。先

せん

週
しゅう

オスカーが学
がっ

校
こう

に持
も

って来
き

たのとちょう
ど同

おな

じようなヨーヨーでした。オスカーは休
やす

み時
じ

間
かん

に
派
は

手
で

なわざをみんなに見
み

せていました。わざには，「犬
いぬ

の散
さん

歩
ぽ

」「世
せ

界
かい

一
いっ

周
しゅう

」などの名
な

前
まえ

がついていました。リ
アは，やってみてもいいかたずねましたが，オスカーはや
らせてくれませんでした。

ヨーヨー 
の決

け つ

断
だ ん

イ
ラ
ス
ト
／
オ
リ
オ
ル
・
バ
イ
ダ
ル

リーズル・ロビン・シュートリフ
ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました
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リアは糸
いと

の輪
わ

を指
ゆび

にはめました。ヨー
ヨーをたらして，オス
カーがやっていたよう
に糸

いと

を強
つよ

く引
ひ

っぱりま
した。ヨーヨーはガチャ
ンという音

おと

を立
た

ててゆか
にぶつかりました。もう一

いち

度
ど

やってみました。何
なん

回
かい

かやって
いるうちに，ヨーヨーを手

て

にもどせ
るようになりました。こんなにすぐにで
きるようになるなら，きっとオスカーのやって
いたすべてのわざをできるようになるでしょう。

そのとき，リアは値
ね

札
ふだ

を見
み

ました。顔
かお

をしかめました。そ
んなお金

かね

は家
いえ

の貯
ちょ

金
きん

箱
ばこ

にはありません。
「もうすぐよ」とママが大

おお

きな声
こえ

で言
い

いました。
リアはため息

いき

をつきました。ヨーヨーをもどそうとしたと
きに，ある考

かんが

えが頭
あたま

にうかびました。ヨーヨーはあまり大
おお

き
くありません。そっとポケットに入

い

れて自
じ

分
ぶん

のものにできる
ではありませんか。店

てん

主
しゅ

は見
み

ていません。だれも気
き

づかな
いでしょう。ずっと自

じ

分
ぶん

のもとに置
お

いて，新
あたら

しいわざを学
まな

べ
るかもしれません。そうすれば，学

がっ

校
こう

の子
こ

供
ども

たちからかっこ
いいと思

おも

ってもらえます。
リアは手

て

の中
なか

のヨーヨーを見
み

下
お

ろしているうちに，むねが
チクチクして，きんちょうしました。あせまみれの手

て

でヨー
ヨーをギュッとにぎりしめました。このいやな気

き

持
も

ちは何
なん

で
しょう。消

き

えてほしいと思
おも

いました。
そのときリアは，バプテスマを受

う

ける前
まえ

にお父
とう

さんから言
い

われたことを思
おも

い出
だ

しました。
「バプテスマを受

う

けた後
あと

，せいれいの賜
たま

物
もの

を受
う

けるんだ
よ」とお父

とう

さんは言
い

いました。「せいれいは，良
よ

い選
えら

びが
できるように助

たす

けてくださるんだ。せいれいは静
しず

かな細
ほそ

い
声
こえ

で語
かた

りかけられるんだよ。」
「せいれいは話

はな

しかけてくれるの？」とリアはたずねまし
た。

「ちょっとちがうよ」
とお父

とう

さんは言
い

いま
した。「考

かんが

えがうか
んだり感

かん

情
じょう

が心
こころ

にわ
いたりするんだ。」
「どんな気

き

持
も

ちがする
の？」

「人
ひと

によってちがうよ」と
お父

とう

さんは言
い

いました。。「で
も，良

よ

いことをすると，せいれいは
その人

ひと

がおだやかな気
き

持
も

ちや平
へい

安
あん

を
感
かん

じられるようにしてくださるんだ。きけんが
せまっているときには，警

けい

告
こく

してくださる。間
ま

違
ちが

ったことをし
ようとしていたら，せいれいは去

さ

って，こんらんしたり不
ふ

幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちを感
かん

じるんだ。」
リアはヨーヨーを見

み

下
お

ろしました。 とてもほしいと思
おも

い
ました。でもせいれいが，ぬすむのは悪

わる

いことだと教
おし

えてく
れているのだと分

わ

かっていました。
リアはヨーヨーをたなにもどしました。そのとたん，平

へい

安
あん

と温
あたた

かい気
き

持
も

ちを感
かん

じました。お母
かあ

さんのところに帰
かえ

ると，
「終

お

わったわよ」とお母
かあ

さんが言
い

いました。「行
い

きましょ
う。」

リアはにっこりしました。「うん。」
店
みせ

を出
で

るとき，リアは太
たい

陽
よう

のように明
あか

るく幸
しあわ

せな気
き

持
も

ち
がしました。ヨーヨーは少

すこ

しの間
あいだ

は楽
たの

しいかもしれません。
でも，リアはいつもせいれいにしたがいたいのです。●
筆
ひっ

者
しゃ

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

イリノイ州
しゅう

在
ざい

住
じゅう

です。�

イ
ラ
ス
ト
／
オ
リ
オ
ル
・
バ
イ
ダ
ル

ある日
ひ

，学
がっ

校
こう

でつづりのテストを受
う

けていると，先
せん

生
せい

はぼく
がつづり方

かた

を知
し

らない言
こと

葉
ば

を言
い

いました。ぼくはあせりま
した。そして，人

ひと

のテストを見
み

てしまいました。テストの後
あと

で，おなかの具
ぐ

合
あい

がおかしくなりました。お母
かあ

さんに，人
ひと

の
テストを見

み

てしまったと言
い

いました。その気
き

持
も

ちがせいれ
いから来

き

たものだと知
し

っていました。いつもせいれいに耳
みみ

をかたむけるべきだと知
し

っています。

ジョナ・J，8才
さい

（アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

，アイダホ州
しゅう

）
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